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練習１ 次のリストを ①点対表現、②cons を用いた表現で，それぞれ表せ．クォートも忘れずに． 

例： (a b c) → ① ’(a . (b . (c . nil)))  ② (cons ’a (cons ’b (cons ’c nil))) 

（１） ( ( a )  ( b ) )     （２） ( ( a  ( b )  c ) ) 

練習２ 練習１の各リストをＸとしたとき，Ｘからｂを取り出す式を car と cdr の組合せで書け． 

例：練習１の例に対しては、 (cadr X) → b 

練習３ 次の関数を定義せよ． 

（１） リストの最後の要素を返す関数 lastelm． 

例： (lastelm ’(a b c d e)) → e 

（２） リストの各要素を２個ずつに増やしたリストを返す関数 double． 

例： (double  ’(a b c)) → (a a b b c c) 

（３） リストを与えると，奇数番目の要素のみ取り出したリストを返す関数 oddelms． 

例： (oddelms  ’(a b c d e)) → (a c e) 

ヒント：Ｌの要素が１つしかないことは，(cdr L)が nil であるかどうかで分かる． 

(ア) リストＬと関数ｆを与えると，Ｌの各要素にそれぞれｆを施した結果をリストとして返す

関数 mymap． 

例： (mymap  ’(3  5  10)  #’(lambda (x)  (*  x  2)) → (6  10  20) 

 (mymap  ’((1  2  3)  (4  5  6)  (7  8))  ’car) → (1  4  5) 

ヒント：#’(lambda (x)  (* x 2)) はその場限りの関数を渡す書き方． 

 関数ＦにＸを適用するときは (funcall  F  X) と書く． 

（４） 値 x, 整数 n, 関数 f に対し，xに fを n回繰り返して適用した結果を返す関数 iterate． 

例： (iterate 10  4  #’(lambda x (＊ x 2))) → 160 



問題４ 次の事実から質問を導くために必要なことを prolog の形式で書け。事実以外に必要なこと

は補うこと。また、質問に答えるための導出を示せ。 

   事実：  太郎(taro)は鉛筆(pencil)を買った(bought)． 

   質問１：  太郎は筆記用具(stationery)を持っているか？ 

質問２：  太郎は何を持っているか？ 

練習５ 述語 parent, male, female を用いて次の（１）～（３）の述語を定義する節を prolog の文

法に従って与えよ．ただし parent(a,b)は「a は b の親」，male(a)は「a は男」，female(a)は「a は女」

を意味する． 

例： 次の節は「X は Y の母親である」を定義する。 mother(X,Y):-parent(X,Y), female(X). 

（１） X は Y のおじ(uncle)である．  

（２） X は Y のいとこ(cousin)である． 

（２） Y に子がいること（+いくつかの常識的状況）を前提に，「X は Y の義理の父(father-in-law)

である」． 

練習６ 練習３(1)(2)(3)の関数を prolog の述語として定義しなおせ． 

例： ?- lastelm([a, b, c, d, e], X) → X = e 

例： ?- double([a, b, c], X) → X = [a, a, b, b, c, c] 

例： ?- oddelms([a, b, c, d, e], X) → X = [a, c, e] 


